記　入　例

全　研　究　業　績　一　覧

氏　名　　　○　　○　　○　　○（記名可）　　　　　　　２０○○年○月○日現在

*equally contribution , ** Corresponding Author　※共同第一著者や責任著者を主張する業績がある場合

１．著書
○１）筑波花子，茨城太郎，「○○に関する研究」，○○出版社，330頁，2022年
２）筑波花子，「第○章○○○」○○～○○頁，（○○編『○○○の研究』○○出版，○○頁），2021年
○３）筑波花子，「○○に関する研究」○○～○○頁，（○○○研究会編『○○の分析』○○大学出版部，○○頁）2020年
…

２．査読付学術雑誌論文
　○１）筑波花子，「○○の考察」，『○○学会論文集』，12巻3号，（12頁）　[印刷中]。
　○２）Taro Ibaraki*, Hanako Tsukuba*, “Japan and China, 1900-1910,” J. Asian Stud, Vol. 2, No. 4, pp. 30-41, 2019.
※全研究業績一覧においては学術雑誌名の略称も可
…
　　
３．査読付国際会議論文
　○１）Hanako Tsukuba, “On the Disclosure of Diplomatic Records,” Proceeding of 17th International Congress of East Asian History, Macao, China, 14 pages,  2018,
…
　　２）「○○について」（○○学会第3回年次大会基調講演），2019年3月，○○大学
　　３）「○○の研究」（○○学会第24回総会招待講演），2017年8月，○○研究所

[外部資金獲得状況]
科学研究費補助金
１）2023年度～2025年度基盤研究（B）
　　　　○○の研究
　　　　1,500万円（うち直接経費1,154万円）
２）2021年度～2023年度基盤研究（C）
　　　　○○に関する研究
　　　　299万円（うち直接経費230万円）

科学研究費以外
　１）2023年度　○○財団研究調査助成
○○に関する研究
500万円（うち直接経費400万円）

注意
査読付き原著（英文・和文、Impact Factorが付く雑誌については最新のImpact Factorを付記）、査読付き国際会議等論文、査読なし論文・紀要等、著書、招待講演（旅費あり、旅費なし）、学会・シンポジウム発表、作品、特許、教育実績、入試広報活動等に分類し、全著者名や全特許権者名等も必ず記入してください。


